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一
般
会
計
決
算
の
概
要
 

歳
入
の
概
要
 

  

　
平
成
19
年
度
白
馬
村
一
般
会
計
の
決
算

規
模
は
、 

 

　
歳
　
入
　
51
億
３
千
３
百
55
万
２
千
円 

（
実
質
　
46
億
１
千
６
百
万
円
） 

 
　
歳
　
出
　
50
億
５
千
４
百
88
万
２
千
円 

（
実
質
　
45
億
３
千
７
百
万
円
） 

 

で
、
前
年
度
に
比
較
し
て
歳
入
は
約
３
億

２
千
万
円
、
歳
出
で
約
３
億
２
千
百
万
円

の
減
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
公
債

費
負
担
を
減
ら
す
た
め
に
起
債
の
借
り
換

え
を
し
た
部
分
を
除
く
実
質
の
規
模
は
、

歳
入
歳
出
で
約
５
億
１
千
万
円
の
減
と
な

り
ま
す
。
過
去
５
年
間
の
決
算
規
模
（
実

質
）
は
グ
ラ
フ
の
と
お
り
で
す
が
、
前
年

度
に
「
し
ろ
う
ま
保
育
園
建
設
事
業
」
と

い
う
大
型
事
業
が
な
く
な
っ
た
た
め
に
19

年
度
は
大
幅
な
減
と
な
り
ま
し
た
。 

　
歳
入
歳
出
差
引
額
か
ら
翌
年
度
に
繰
り

越
す
べ
き
財
源
を
差
引
い
た
実
質
収
支
は
、

約
７
千
６
百
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
18
年
度
に
引
き
続
き
財
政
調
整
基

金
（
貯
金
）
か
ら
取
り
崩
し
を
せ
ず
に
決

算
と
な
り
、
将
来
の
負
担
に
備
え
る
た
め

に
財
政
調
整
基
金
に
１
千
５
百
万
円
の
積

立
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
財
政
調
整
基
金

は
家
計
で
い
う
と
こ
ろ
の
貯
金
で
あ
り
、

年
度
間
に
お
け
る
不
足
額
を
調
整
す
る
（
た

と
え
ば
、
大
雪
な
ど
で
財
源
不
足
に
な
っ

た
と
き
に
補
て
ん
す
る
）
た
め
の
基
金
で
す
。 

   
 

平
成
19
年
度
の
村
税
収
入
額
は
約
15
億

３
千
６
百
万
円
と
な
り
前
年
に
比
較
し
て

２
・
４
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
所
得
税
か

ら
の
税
源
移
譲
に
よ
る
個
人
住
民
税
は
約

７
千
万
円
（
34
・
３
％
）
の
増
、
固
定
資
産

税
は
約
１
千
万
円
（
１
・
１
％
）
の
増
と
な

り
、
タ
バ
コ
税
は
４
・
６
％
の
減
と
な
っ
て

い
ま
す
。
た
だ
し
固
定
資
産
税
は
滞
納
処

分
が
す
す
ん
だ
こ
と
に
よ
る
滞
納
繰
越
額

の
増
で
あ
り
、
19
年
度
課
税
の
額
は
減
少

と
な
っ
て
い
ま
す
。
来
年
度
は
評
価
替
え

の
年
と
な
る
た
め
税
収
の
減
が
予
想
さ
れ
、

厳
し
い
状
況
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。 

　
地
方
交
付
税
は
約
16
億
４
千
４
百
万
円

で
約
８
千
２
百
万
円
の
大
幅
な
減
額
と
な

り
ま
し
た
。
普
通
交
付
税
は
人
口
10
万
人
、

３
万
９
千
世
帯
を
標
準
団
体
と
し
て
算
定

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
規
模
、
事
業
量
な
ど
を

補
正
し
て
算
出
さ
れ
ま
す
。
平
成
19
年
度

算
定
で
は
、
事
業
費
の
補
正
と
し
て
交
付

税
措
置
が
あ
っ
た
起
債
の
償
還
金
（
ス
ノ

ー
ハ
ー
プ
分
）
な
ど
が
終
了
し
た
こ
と
に

よ
り
増
額
さ
れ
る
要
素
が
減
っ
た
影
響
が

で
て
い
ま
す
。
市
町
村
の
特
殊
事
情
を
勘

案
し
て
算
出
さ
れ
る
特
別
交
付
税
は
、
降

雪
の
少
な
か
っ
た
18
年
度
に
比
較
し
て
例

年
並
の
除
雪
事
業
量
で
あ
っ
た
た
め
に
約

２
千
３
百
万
円
増
加
し
て
い
ま
す
。
交
付

税
は
５
年
前
に
比
較
し
て
約
３
億
円
も
減

少
し
て
お
り
ま
す
。
村
税
、
地
方
交
付
税

は
村
財
政
の
柱
で
あ
り
（
構
成
比
　
村
税

　
33
・
３
％
　
交
付
税
　
35
・
６
％
）
こ
れ

ら
の
収
入
が
落
ち
込
む
こ
と
は
村
の
事
業

執
行
に
大
き
く
影
響
し
ま
す
。
村
で
は
事

業
の
厳
選
な
ど
に
よ
り
最
小
の
投
資
で
最

大
の
効
果
を
発
揮
す
る
よ
う
努
力
し
て
お

り
、
こ
こ
２
年
間
は
黒
字
と
な
っ
て
い
ま

す
。
今
後
も
引
き
続
き
工
夫
を
し
て
よ
り

よ
い
白
馬
村
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。 

 

決 算 状 況 決 算 状 況 　 平 成 年 度 白 馬 村 の  91 平 成 年 度 白 馬 村 の  1 健全財政への着実な歩み～ 

決算収支 （千円） 

項　　目 

実 質 収 支  

単 年 度 収 支  

積立金取崩し額 

実質単年度収支 

76,783

4,532

0

20,382

平成19年度 

9

※単位：決算額―千円　構成比―％　（　）内はH18構成比 

注：歳入・歳出とも
※
借換債を含まない実質ベースです。　 

※借換債　利率を見直すためなどにより同日に全額償還して同額を借入れる起
債。国の決算統計では決算に含めないことになっています。 

（年度） 

H15

60

50

40
H16 H17 H18 H19

歳入 
歳出 70

（億円） 
決算規模 

地方債 
307,800千円 6.7％ （14.9％） 

譲与税・各種交付金
260,248千円 
5.6％ （6.7％） 

村税
1,536,105千円

33.3％
（28.4％） 

地方交付税
1,644,362千円

35.6％
（33.6％） 

諸収入・その他 
398,648千円 8.6％ （8.4％） 

県支出金
255,054千円 5.5％ （4.1％） 

国庫支出金
182,505千円
4.0％ （3.4％） 

分担金及び負担金
31,830千円 0.7％ （0.5％） 

歳入前年度比較
平成19年度　4,616,552千円　増減率　▲ 10.0% 

平成18年度（グラフ内側）　5,132,244千円 
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各
事
業
で
の
見
直
し
や
特
別
職
、
一
般

職
員
の
賃
金
カ
ッ
ト
な
ど
を
こ
こ
数
年
に

渡
っ
て
行
っ
て
お
り
、
18
年
度
に
比
較
し

て
概
ね
の
費
目
で
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

増
加
に
な
っ
て
い
る
の
は
維
持
補
修
費

（
63
・
５
％
）
で
す
が
、18
年
度
の
除
雪
経
費

が
極
端
に
少
な
か
っ
た
影
響
で
増
加
と
な

っ
て
お
り
規
模
的
に
は
例
年
並
と
考
え
ま

す
。
ま
た
扶
助
費
は
児
童
手
当
の
拡
大
や

障
害
者
自
立
支
援
事
業
等
に
よ
り
増
額
と

な
り
ま
し
た
。 

　
人
件
費
は
職
員
数
の
削
減
、
特
別
職
（
村

長
25
％
、
副
村
長
・
教
育
長
14
％
）、
一

般
職
（
５
％
）
の
賃
金
カ
ッ
ト
を
こ
こ
数

年
続
け
て
お
り
平
成
15
年
度
に
比
較
し
て

約
１
億
１
千
万
円
が
減
額
と
な
っ
て
い
ま

す
。
道
路
や
公
共
施
設
の
整
備
な
ど
を
行

う
普
通
建
設
事
業
費
は
前
年
度
の
よ
う
な

大
型
事
業
（
し
ろ
う
ま
保
育
園
建
設
）
が

な
い
た
め
に
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
主

要
な
事
業
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。 

　
ま
た
、
本
年
度
は
財
政
調
整
基
金
に
１

千
５
百
万
円
の
積
立
を
行
い
ま
し
た
。 

○
19
年
度
の
主
な
事
業
（
お
よ
そ
の
事
業
費
） 

・
合
併
浄
化
槽
整
備
事
業
（
２
千
75
万
円
） 

・
小
学
校
改
修
工
事
（
８
千
２
百
万
円
） 

・
村
道
改
良
新
設
事
業
（
１
億
７
千
５
百

万
円
）　
な
ど
で
す
。 

　 ※
決
算
に
つ
い
て
の
さ
ら
に
詳
細
な
報
告

は
、
白
馬
村
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。 

歳
出
の
概
要
 

○
国
民
健
康
保
険
事
業
勘
定
特
別
会
計 

　
歳
入
　
1,
0
6
2,
0
6
3
千
円 

　
歳
出
　
1,
0
4
8,
0
2
8
千
円 

　
白
馬
村
で
は
全
世
帯
の
６
割
超
が
国
保
に
加
入

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
自
営
業
が
多
い
こ
と
が
反

映
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
出
口
の
見
え
な

い
構
造
不
況
が
滞
納
額
を
増
し
て
い
ま
す
。
医
療

費
で
は
保
険
給
付
費
が
支
出
全
体
の
65
％
を
占
め

て
い
ま
す
。 

　
医
療
費
は
、
今
後
も
数
％
恒
常
的
な
伸
び
が
予

想
さ
れ
、
被
保
険
者
が
予
防
に
対
す
る
関
心
を
高

め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

○
老
人
保
健
医
療
事
業
特
別
会
計 

　
歳
入
　
6
8
9,
3
0
3
千
円
 

　
歳
出
　
6
8
5,
8
8
9
千
円 

　
３
月
末
に
お
け
る
老
人
保
健
の
受
給
者
数
は

1,
1
4
2
人
で
、
白
馬
村
の
一
人
当
た
り
の
医

療
費
は
6
8
2
,
3
1
7
円
で
昨
年
度
の

6
2
4,
0
0
0
円
に
比
べ
5
8,
3
1
7
円
の
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
国
の
す
す
め
る
医
療
制
度
改
革
に
よ
り
、
平
成

20
年
４
月
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
新
た
に

始
ま
っ
て
い
ま
す
。
今
ま
で
老
人
保
健
医
療
を
受

け
て
い
た
方
全
員
が
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。
引

き
続
き
受
給
者
一
人
ひ
と
り
の
認
識
と
し
て
重
複

受
診
や
頻
回
受
診
を
さ
け
適
正
な
医
療
受
診
を
心

が
け
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

○
下
水
道
事
業
特
別
会
計 

　
歳
入
　
5
9
5,
0
5
2
千
円
 

　
歳
出
　
5
9
3,
8
4
8
千
円 

　
現
在
は
17
年
度
を
も
っ
て
３
期
計
画
を
ほ
ぼ
終

了
し
、
18
年
度
か
ら
建
設
工
事
を
休
止
し
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
19
年
度
は
維
持
補
修
関
係
費
用
及

び
地
方
債
の
償
還
金
が
主
な
歳
出
で
す
。
19
年
度

末
の
地
方
債
残
高
は
6,
8
1
1,
8
2
7
千
円
で

す
。 

 

○
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計 

　
歳
入
　
4
0,
9
4
8
千
円
 

　
歳
出
　
4
0,
7
1
3
千
円 

　
堀
之
内
・
三
日
市
場
地
区
（
計
画
処
理
人
口

9
8
0
人
）
と
野
平
地
区
（
計
画
処
理
人
口

1
0
0
人
）
の
農
業
集
落
排
水
事
業
に
係
る
も
の

で
す
。
歳
出
は
下
水
道
事
業
と
同
様
、
維
持
補
修

関
係
費
用
及
び
地
方
債
の
償
還
金
が
主
な
も
の
で

す
。19
年
度
末
の
地
方
債
残
高
は
2
8
1,
7
5
3

千
円
で
す
。 

決 算 状 況 平 成 年 度 白 馬 村 の   91 平 成 年 度 白 馬 村 の   1 

性質別歳出前年度比較 (単位：千円） 

年　度 

人件費（職員給与・議員報酬など） 
物件費（委託料・消耗品・賃金・燃料など） 
維持補修費（除雪・施設補修など） 
扶助費（老人施設措置費・福祉給付・児童手当など） 
補助費等（広域連合負担金・観光局等団体負担・各種助成など）   
公債費（地方債の返済金） 
積立金（基金への積立） 
投資及び出資・貸付金 
繰出金（下水事業・国保・介護保険等会計への繰出） 
普通建設事業費（村道改良、大型備品購入、施設改修） 
災害復旧事業費 
合　　　計 

764,410

633,794

154,779

157,943

826,425

1,031,102

60,375

20,000

504,044

791,828

110,940

5,055,640

736,093

626,695

253,053

177,403

820,348

903,184

16,353

20,050

513,456

468,989

2,257

4,537,881

▲ 3.7

▲ 1.1

63.5

12.3

▲ 0.7

▲ 12.4

▲ 72.9

0.2

1.9

▲ 40.8

▲ 98.0

▲ 10.2

16.2

13.8

5.6

3.9

18.1

19.9

0.4

0.4

11.3

10.3

0.0

100.0

決算額 決算額 増減率 構成比 
平成18年度 平成19年度 

区　分（内容） 

9
災害復旧費
2,257千円
0.0％ （2.2％） 

目的別歳出前年度比較
平成19年度　4,537,881千円　増減率　▲ 10.2％ 

平成18年度（グラフ内側）　5,055,640千円 

※単位：決算額―千円　構成比―％　（　）内はH18構成比 

議会費
61,179千円 1.3％ （1.2％） 

農林業費
207,745千円 4.6％ （4.8％） 

消防費
153,308千円
3.4％ （3.0％） 

教育費
344,141千円
7.6％ （5.5％） 

観光商工費
193,904千円 4.3％ （3.7％） 

総務費
629,513千円 

13.9％
（13.6％） 

民生費
744,319千円 

16.4％
（25.1％） 

衛生費
522,679千円 

 11.5％
（10.4％） 

土木費
775,652千円

17.1％
（10.5％） 

公債費
903,184千円

19.9％
（20.4％） 
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白馬村財政健全化判断比率の公表について 
平成19年度決算に基づく健全化判断比率の公表 

　平成19年６月に「地方公共団体の財政の健全化に関す

る法律」が公布されました。 

　この法律は、地方自治体の財政の健全性に関する比率

の公表制度を設け、その比率に応じて、財政の早期健全

化及び再生等を図るための計画を策定することとし、そ

の計画の実施促進を図るための行財政の改革を行うこと

により、地方自治体の財政の健全化に資することを目的

としています。 

　早期健全化及び再生等の計画策定の義務等を含めた全

体の法律の施行は平成21年４月からですが、財政の健全

性に関する比率の公表については、平成20年４月から施

行されています。 

　公表するのは、①実質赤字比率、②連結実質赤字比

率、③実質公債費比率、④将来負担比率（以下「健全化

判断比率」といいます。）と⑤資金不足比率の５指標です。 

　健全化判断比率のうち１つでも早期健全化基準以上で

ある場合は財政健全化計画を、財政再生基準以上である

場合は財政再生計画を定める必要があります。また、資

金不足比率が経営健全化基準以上となった場合は経営健

全化計画を定める必要があります。白馬村では、平成19

年度決算に基づく判断比率を算定し、監査委員の審査を

経て、９月定例議会に報告いたしました。 

　今回の数値は村財政の健全化を数値として示したものであります。自己の体力（標準財政規模）に対する荷物の重

さ（負担額）を数字に表したもので数値の高い低いは行政サービスとは必ずしも一致するものではないことをご理解

いただきたいと思います。 

白馬村の健全化判断比率は以下のとおりです。 

白馬村 

（早期健全化基準） 

（財政再生基準） 

※企業会計等で資金不足はありませんでしたので、資金不足比率は該当ありません。 

―
（15.0）
（20.0） 

実質赤字比率 

―
（20.0）
（40.0） 

連結実質赤字比率 

21.6

（25.0）
（35.0） 

実質公債費比率 

159.1

（350.0）
（―） 

将来負担比率 

村の借金はどんなだや？ 
［実質公債費比率］ 
　一般会計が支払う公債費のほかに、公営企業等が支払う元
利償還金への繰出し金、一部事務組合等の公債費なども含め
たものの標準財政規模に対する割合を算出します。つまり村
が直接負担するものと間接的に負担するものを含めて負担割
合を計算するものです。18％を超えると公債費負担適正化計
画の策定が義務付けられ、起債の借入には県の許可が必要に
なります。白馬村では平成18年度から許可団体として適正化
計画に沿って事業を進めております。数値は３ヵ年の平均値
であり、平成18年度と同数値となりました。 

村の赤字はえらいがかい？ 
［実質赤字比率］ 
　村の一般会計の実質収支額の標準財政規模に対する割合を
算出します。要するに一般会計の赤字を村の基礎体力で割っ
た比率です。（標準財政規模とは普通交付税の算出に使用する
もので、標準的な税収と普通交付税、地方譲与税を合計した
ものです。）白馬村の実質収支は黒字でありましたので、平成
19年度決算では実質赤字比率の数値はありませんでした。 

これから先はえらいがかい？ 
［将来負担比率］ 
　公営企業、第三セクターなどの負債も含めて、標準財政規
模に対する負担を算出します。算出には起債の将来負担額や
全職員が一度に辞めた場合の退職金、財源として利用できる
基金の残高などが算入されます。白馬村は基準内でありますが、
起債残高や、ここ数年取り崩した基金の残高減少などの影響
で比較的高い数値となりました。 

ほかの財布はどうだや？ 
［連結実質赤字比率］ 
　村の一般会計と特別会計、企業会計の実質赤字等の標準財
政規模に対する割合です。つまり一般会計以外に背負ってい
る特別会計の赤字を含めて判定するものです。白馬村の各会
計の収支は以下のとおりです。 
・白馬村国民健康保険勘定特別会計　14，035千円
・白馬村老人保健医療特別会計 3，414千円
・白馬村水道事業会計 73，571千円
・白馬村公共下水道事業特別会計 1，204千円
・白馬村農業集落排水事業特別会計 235千円
 上記のとおり特別会計等の実質収支等も黒字であったため、
連結実質赤字比率も数値はありません。 
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平成20年度上半期の村長交際費支出内訳を公表します 

金　額 摘　要 支出日 

４月４日

４月４日

４月10日

４月17日

４月17日

４月17日

４月17日

４月18日

５月７日

５月20日

５月20日

５月20日

５月22日

５月26日

６月２日

６月13日

６月20日 

陸上自衛隊松本駐屯地　三上司令を囲む会　会費 

大北建設労働組合白馬地区総会　御祝 

告別式　香典 

白馬建築業組合総会　御祝 

上村愛子選手W杯総合優勝を祝う会　御祝 

高田駐屯地創設58周年記念行事　御祝 

松本駐屯地創設58周年記念行事　会費 

第7回えべ・えべ祭　御祝 

ざぜん草祭り、福寿草祭り等　御祝 

かたくり祭　御祝 

林業経営者協会総会　御祝 

北アルプス北部地区山岳遭難防止対策協会総会　会費 

国体優勝・上村選手総合優勝祝賀会・激励会　会費 

白馬商工会総代会　御祝 

大北地区植樹祭　御祝 

告別式　香典 

第26回土砂災害防止推進の集い意見交換会　会費 

　交際費とは、地方自治法に規定された歳出予算区分のひとつで、村政の円滑な推進を図ることを目的に、村長が村を代
表して外部と交際するために要する経費です。 
　公表する内容は、支出日・摘要・金額で、プライバシー保護のため、個人氏名の公開は差し控えています。 

支出日 摘　要 

６月24日 

７月30日

７月７日

７月７日

７月11日

７月22日

７月22日

７月22日

７月31日

８月５日

８月６日

８月８日

８月22日

９月12日

９月12日

９月16日 

告別式　香典 

村民栄誉賞副賞 

食品衛生協会総会、貞逸祭　御祝 

大北障害者運動会　御祝 

2007／2008SAJチームジャパン感謝の夕べ　会費 

告別式　生花代 

白馬Alps花三昧五竜会場オープニングセレモニー　御祝 

遭対協報告会　御祝 

安曇寮納涼祭　御祝 

北ア登山山案内人組合総会、山案内人組合総会　御祝 

砂防事業功労者表彰　会費 

白嶺納涼祭　御祝 

夏山遭難防止活動反省検討会　会費 

白馬メディア敬老祭　御祝 

白馬村索道事業者協議会総会　御祝 

政務調査会産業経済部会町村長懇談会　負担金 

金　額 

10,000

100,000

7,596

3,800

10,000

15,000

3,780

3,798

3,000

8,116

3,000

3,000

4,000

5,000

10,000

3,000

8,000

5,000

5,000

5,000

10,000

10,000

6,000

5,000

11,300

3,780

3,798

4,000

10,000

5,000

5,000

10,000

5,500

    

　
地
域
役
員
懇
談
会
と
は
、
村
内
の
共
通
す
る
地
域
の
課
題
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も

に
、
ど
の
よ
う
に
課
題
を
解
決
す
る
か
、
そ
し
て
地
域
の
今
後
の
あ
る
べ
き
姿
に
つ
い

て
、
地
域
を
共
通
す
る
地
区
役
員
の
皆
さ
ん
と
行
政
と
が
話
し
合
う
会
議
で
す
。 

　
今
年
度
の
地
域
役
員
懇
談
会
は
、
11
月
４
日（
火
）か
ら
11
月
21
日（
金
）ま
で
の
間

で
、
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。 

　
住
民
の
皆
さ
ん
で
、
地
域
の
課
題
等
に
つ
い
て
ご
意
見
・
ご
要
望
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
地
域
役
員
懇
談
会
に
向
け
て
、
各
地
区
に
お
い
て
意
見
を
取
り
ま
と
め
る
こ
と
を

お
願
い
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
住
ま
い
の
地
区
役
員
に
申
し
出
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

平
成
20
年
度
　

地
域
役
員
懇
談
会
開
催
の
お
知
ら
せ 

地域役員懇談会日程表 

地　区　名 
内　　　　山 
佐　　　　野 
沢　　　　渡 
三 日 市 場  
堀 之 内  
飯　　　　森 
飯　　　　田 
白 馬 町  
深　　　　空 
瑞　　　　穂 
エコーランド 
み そ ら 野  
八 方 口  
八　　　　方 
山　　　　麓 
和 田 野  
大　　　　出 
嶺　　　　方 
蕨　　　　平 
新　　　　田 
ど ん ぐ り  
切 久 保  
落　　　　倉 
森　　　　上 
野　　　　平 
塩　　　　島 

通 
立 の 間  
青　　　　鬼 

11月４日（火）

11月５日（水）

11月６日（木）

11月７日（金）

11月10日（月）

11月12日（水）

11月14日（金）

11月18日（火）

11月19日（水）

11月21日（金）

 
 
佐野生活改善センター 
 
 
堀之内公民館

白馬村農業体験実習館

役場201・202会議室

瑞穂農業生活改善センター 
 
 

八方文化会館 
 
 
 
大出生活改善施設 
 
 

切久保公民館 
 
 
 
森上基幹センター 
 
 
通農業生活改善施設 
 
 

〜 

18時30分

20時30分 

期　　　日 時　　　間 場　　　所 
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火
を
使
う
機
会
が
多
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
季
節
は
、
火
災
が

発
生
し
や
す
い
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。 

　
白
馬
村
秋
季
火
災
予
防
運
動
消
防
総
合
訓
練
を
以
下
の
日
程
で
実
施
し

ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
た
訓
練
を
し
て
お
き
ま
し

ょ
う
。 

 

日
時
　
10
月
26
日（
日
） 

　
　
　
午
前
10
時
か
ら
正
午
ま
で
（
雨
天
決
行
） 

場
所
　
神
城
飯
田
地
区
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
白
嶺 

　
　
　
介
護
老
人
保
健
施
設
白
馬
メ
デ
ィ
ア 

内
容
　
救
護
（
救
助
搬
送
）
訓
練
、
救
急
救
命
措
置
訓
練
、
初
期
消
火
訓

練
、
救
出
・
救
助
訓
練
な
ど 

   

＊
お
問
い
合
わ
せ
先 

　
白
馬
村
役
場
総
務
課
　
T
E
L
　

0
2
6
1
―

7
2
―

5
0
0
0
 

   

※
宿
泊
施
設
等
の
営
業
施
設
の
方
が
参
加
す
る
と
、
消
防
法
の
合
同
訓
練
に
参
加
し
た

も
の
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
ま
す
の
で
、
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

白馬村秋季火災予防運動 
消防総合訓練 

訓練会場案内図 

R
1
4
8

J
R
大
糸
線
 

ゆ
き
ま
る
さ
ん 

参加者 
駐車場 

農業体験実習館 

火
の
し
ま
つ 

君
が
し
な
く
て
誰
が
す
る 

      

平
成
20
年
秋
の
火
災
予
防
運
動 

11
月
９
日（
日
）か
ら
11
月
15
日（
土
）ま
で 

 

火
の
用
心
　

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト 

 

一
　
家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い
も
の
を

置
か
な
い 

 

二
　
寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
は

し
な
い 

 

三
　
天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、
そ
の
場

を
離
れ
な
い 

 

四
　
風
の
強
い
と
き
は
、
た
き
火
を
し
な
い 

 

五
　
子
供
に
は
、
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
で

遊
ば
せ
な
い 

 

六
　
電
気
器
具
は
正
し
く
使
い
、
た
こ
足

配
線
は
し
な
い 

 

七
　
ス
ト
ー
ブ
に
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

を
近
づ
け
な
い 

※当日（26日）早朝から白馬村消防団の中継訓練の
ためサイレンが鳴りますが、訓練ですのでお間違
えないようにお願いします。 

訓練会場 
白馬メディア・白嶺 
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平
成
20
年
11
月
９
日（
日
）に
古
紙
回
収
を
行

い
ま
す
。 

　
各
地
区
の
公
民
館
・
基
幹
セ
ン
タ
ー
に
は
午

前
９
時
ま
で
に
、
ウ
ィ
ン
グ
21
へ
は
午
前
９
時

30
分
ま
で
に
お
持
ち
込
み
く
だ
さ
い
。 

 

回
収
す
る
も
の 

○
牛
乳
パ
ッ
ク 

　
洗
っ
て
乾
か
し
30
枚
１
組
に
ま
と
め
て
く
だ

さ
い
。 

 

○
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
カ
タ
ロ
グ 

　（
ホ
チ
キ
ス
止
め
・
糊
付
き
可
） 

 

○
カ
レ
ン
ダ
ー
類 

　（
金
具
は
取
っ
て
く
だ
さ
い
） 

 

○
ハ
ガ
キ
・
名
刺 

　（
バ
ラ
バ
ラ
に
な
ら
な
い
様
、
紙
袋
に
入
れ

て
く
だ
さ
い
） 

 

○
白
地
印
刷
物 

　（
紙
の
地
色
が
青
・
赤
・
黄
色
等
は
不
可
） 

 

　
右
記
紙
類
は
５
キ
ロ
を
一
束
に
ま
と
め
て
く

だ
さ
い
。 

 

　
な
お
、
古
紙
等
を
ま
と
め
る
際
は
紙
紐
を
使

用
し
て
く
だ
さ
い
。
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。 

 

＊
白
馬
村
役
場
　
総
務
課
　
消
費
者
行
政
係 

 

　国民健康保険被保険者の皆様には、お忙しい中、特定
健診を受けていただき、ありがとうございました。 
　制度改正に伴い、今年から社保の方は村の健診対象者
にならない、健診が義務化し国保の方全員に受診票が配
られた等々、今までと健診の名称や内容が大きく変わっ

たこともあり戸惑った方もおられたと思います。 
　特定健診が「国から押し付けられたもの」ではなく、「皆
様にとってよりよいもの」になるよう、特定健診の内容
や結果をお伝えしたり、疑問・意見にお応えしていきます。
今後とも健康のお手伝いが少しでもできれば幸いです。 

今年はどれくらいの人が受けたの？ 

どの年代の人がどれくらい受けているの？ 

【平成20年の受診率】 
対象者：40～74歳 
　　　　国保被保険者　2513人中　1204人受診
　　　　受診率47.9％ 

特定検診とは 
平成20年度からスタートした、メタボリックシンドローム（内
臓脂肪症候群）に着目した生活習慣予防のための健診。医療
保険者が実施主体となる、腹囲測定が必須項目になる、等が
今までと大きく変わった点です。 

特定健診 
住民福祉課　国保係 

Vol.1

国の定める目標はどれくらいなの？ 
 
　国の定めた市町村の目標は受診率65%です。平成24
年にこの目標を達成しないと、後期高齢者支援金が加
算されて、より負担税が重くなります。 
 

この対策として白馬村では来年から、
 

 
・休日の健診実施 
・胃検診や肺検診との並行実施 
・時間指定制の導入 
・検査項目内容　等々 
を検討中です。 
　ほかにも意見・希望などありましたら住民福祉課に
お寄せください。 

平成20年度　年代・男女別受診率（％） 

49.4 ■受診率　女 
■受診率　男 45.3

58.2

34.8

47.0

52.4

45.5

47.1

51.0

37.7

0.0 20.0 40.0 60.0

70～74歳 

計 

40～49歳 

50～59歳 

60～69歳 

※要精検となった方で、まだ医療機関で受診していない方は、早めに受診してください。 
※保健師・管理栄養士による保健指導を随時受け付けています。 
　夕方以降の時間も相談に応じます。TEL　72―5000（内線162）

古
紙
回
収
の
お
知
ら
せ 

白 馬 村 の 健 康  
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レ
ジ
袋
は
、
軽
い
、
薄
い
、
丈
夫
、
水

を
通
し
に
く
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
食
品
包

装
な
ど
に
広
く
使
わ
れ
て
お
り
、
便
利
な

日
常
品
と
し
て
私
た
ち
の
生
活
に
溶
け
込

ん
で
い
ま
す
。
長
野
県
で
は
、
１
年
間
に
、

お
よ
そ
５
億
枚
（
４
千
ト
ン
）
の
レ
ジ
袋

が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
で
も
、
持
ち
帰
っ
た
レ
ジ
袋
を
ど
う
し

て
い
る
か
思
い
出
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
そ

の
ま
ま
ご
み
と
し
て
捨
て
た
り
、
ご
み
を

包
む
内
袋
と
し
て
使
用
す
る
な
ど
、
最
終

的
に
は
ほ
と
ん
ど
が
捨
て
ら
れ
て
い
る
実

態
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
レ
ジ
袋
の
大

量
消
費
に
は
、
ご
み
の
増
加
、
石
油
資
源

の
枯
渇
、
C
O
２

の
排
出
、
自
然
界
へ
の

影
響
な
ど
、
様
々
な
問
題
が
あ
り
ま
す
。 

　
今
、
私
た
ち
に
必
要
な
こ
と
は
、
一
人

ひ
と
り
が
環
境
に
配
慮
し
た
行
動
を
心
が

け
、
ご
み
を
出
さ
な
い
生
活
ス
タ
イ
ル
へ

の
転
換
を
図
る
こ
と
で
す
。
今
ま
で
何
気

な
く
も
ら
っ
て
い
た
レ
ジ
袋
を
断
り
、
マ

イ
バ
ッ
グ
な
ど
を
使
う
こ
と
は
、
そ
の
第

一
歩
で
す
。 

　
県
内
の
マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
率
の
現
状
は

30
％
弱
で
す
。
長
野
県
で
は
、
県
民
の
２

人
に
１
人
以
上
が
マ
イ
バ
ッ
グ
な
ど
を
持

参
し
、
マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
率
を
現
状
の
倍

以
上
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
、「
平
成
22

年
度
ま
で
に
マ
イ
バ
ッ
グ
等
持
参
率
を
60

％
以
上
と
す
る
」
こ
と
を
統
一
目
標
と
し

て
掲
げ
ま
す
。 

　
こ
の
統
一
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、

事
業
者
、
消
費
者
団
体
、
県
が
、
レ
ジ
袋

削
減
の
た
め
の
３
者
協
定
を
締
結
し
、
連

携
協
力
し
な
が
ら
取
組
み
を
進
め
ま
す
。 

　
10
月
か
ら
は
、
取
組
み
を
全
県
下
へ
広

げ
る
た
め
、「
レ
ジ
袋
削
減
県
民
ス
ク
ラ

ム
運
動
」
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
県
民
の

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

　
買
い
物
に
は
マ
イ
バ
ッ
グ
な
ど
を
持
参

し
て
、
不
要
な
レ
ジ
袋
は
も
ら
わ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
取
組
み
を
、
家
族
へ
、

地
域
へ
広
げ
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
レ
ジ

袋
か
ら
生
活
全
般
へ
４
R
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。 

 

＊
お
問
い
合
わ
せ
　
環
境
課 

一
人
ひ
と
り
が
買

人
ひ
と
り
が
買
い
物
に
は

物
に
は
マ
イ
バ
ッ
グ
な
ど
を
持
参
し

な
ど
を
持
参
し
 

不
要
不
要
な
レ
ジ
袋
は
も
ら
わ

ジ
袋
は
も
ら
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
！
 

「
レ
ジ
袋
削
減
県
民
ス
ク
ラ
ム
運
動
」
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
 

レジ袋削減県民スクラム運動
マイバッグ持参率60％以上 目標 

マイバッグを 持ち歩きます！ 

不要なレジ袋は もらいません！ 

家族へ 地域へ 広げます！ 

    

　
10
月
は
ゴ
ミ
減
量
推
進
月
間
で
す
。
10
月
１

日
よ
り
環
境
課
窓
口
に
て
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
答

え
い
た
だ
い
た
方
に
、
マ
イ
バ
ッ
グ
を
無
償
配

布
し
て
い
ま
す
。
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

無
く
な
り
次
第
終
了
と
し
ま
す
。
買
物
に
は
マ

イ
バ
ッ
ク
を
使
い
レ
ジ
袋
削
減
（
リ
デ
ュ
ー
ス
）

に
努
め
ま
し
ょ
う
。 

 

白
馬
村
推
進
　
4
R
の
お
さ
ら
い 

 

リ
フ
ュ
ー
ズ
　
不
要
な
も
の
を
買
わ
な
い
・
断

ろ
う
！ 

 

リ
ユ
ー
ス
　
繰
り
返
し
使
お
う
！ 

 

リ
デ
ュ
ー
ス
　
で
き
る
だ
け
ゴ
ミ
を
出
さ
な
い

よ
う
に
し
よ
う
！ 

 

リ
サ
イ
ク
ル
　
ゴ
ミ
を
資
源
と
し
て
再
利
用
し

よ
う
！ 

 

主
催
　
豊
か
な
環
境
づ
く
り
大
北
地
域
会
議
事

務
局
　
北
安
曇
地
方
事
務
所
環
境
課
内

　 

＊
お
問
い
合
わ
せ 

　
及
び
エ
コ
バ
ッ
グ
配
布
場
所 

　
白
馬
村
役
場
環
境
課 

（
大
町
市
、
池
田
町
、
松
川
村
の
各
環
境
課

で
も
配
布
し
て
い
ま
す
） 

大
北
地
域
マ
イ
バ
ッ
グ 

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
つ
い
て 

（
R
e
f
u
s
e
） 

（
R
e
u
s
e
） 

（
R
e
d
u
c
e
） 

（
R
e
c
y
c
l
e
） 

eco
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村
で
は
昨
年
度
か
ら
、
高
齢
化
や
核
家
族
化

の
進
展
に
伴
い
、
今
後
公
共
交
通
の
利
用
へ
シ

フ
ト
せ
ざ
る
を
得
な
い
方
が
増
加
す
る
こ
と
や
、

『
身
近
な
地
域
交
通
』
の
導
入
に
よ
っ
て
地
域

内
の
移
動
手
段
が
確
保
さ
れ
、
外
出
機
会
の
増

加
が
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、
高
齢
者
等
を
対

象
に
し
た
地
域
交
通
の
検
討
を
進
め
て
き
ま
し

た
。 

　
す
べ
て
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
利
用
し
や
す
い

公
共
交
通
を
構
築
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
や
聴
き
取
り
調
査
の
結
果
か

ら
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
日
常
的
に
買
い
物
や

医
療
機
関
へ
出
掛
け
や
す
い
環
境
を
整
備
す
る

た
め
に
、
デ
マ
ン
ド
型
の
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
運

行
を
計
画
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
度
、
本
格
的
な
運
行
に
向
け
た
試
験
運

行
の
概
要
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。 

 

11
月
11
日
か
ら 

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
の 

試
験
運
行
を
開
始
し
ま
す 

身
近
な
地
域
交
通
の
実
現
に
向
け
て
③ 

■住民参画

H19.11　アンケート調査

　　　　・高齢者の外出活動と移動に関する調査

H19.12　聴き取り調査

　　　　・高齢者の外出活動と移動に関する調査

H20.１　地域公共交通会議の委員公募

　　　　・２名から応募がありました

H20.７　グループインタビュー

　　　　・試験運行計画素案について

■白馬村地域公共交通会議

H20.３　第１回会議

　　　　・本村の交通課題 

　　　　・今後の日程について

H20.８　第２回会議

　　　　・試験運行計画案について

■白馬村地域公共交通検討委員会

H20.５　第１回検討委員会

　　　　・運行計画策定方針について

H20.７　第２回検討委員会

　　　　・試験運行計画案について

H20.９　第３回検討委員会

　　　　・試験運行概要について 

デマンド型乗合タクシーとは 
　利用したい人が運行目安の時刻表により前もって

予約して、通常のタクシーより低料金で自宅の玄関

先から目的地の玄関先へと送迎する乗合型の交通手

段のことです。 

　バス路線とは異なり、運行ゾーン内であれば利用

者の希望に沿って、出発地から目的地まで運行しま

す。ただし、通常のタクシーと違って、あちこちに

寄り道しながら運行するため、時間に余裕を持って

利用していただくことが必要です。 

検討の経過 
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一
人
ひ
と
り
が
買
い
物
に
は
マ
イ
バ
ッ
グ
な
ど
を
持
参
し
 

不
要
な
レ
ジ
袋
は
も
ら
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
！
 



 
　
運
行
期
間 

 

　
平
成
20
年
11
月
11
日
か
ら
平
成
21
年
３
月
31

日
ま
で
（
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
・
12
月
29
日
か

ら
１
月
３
日
を
除
く
） 

  

　
利
用
対
象
者 

 

　
村
内
に
住
所
を
有
す
る
方
で
次
の
項
目
に
該

当
し
、
ご
自
分
で
（
付
添
人
の
力
を
借
り
て
）

乗
降
で
き
る
方
（
事
前
登
録
が
必
要
） 

・
65
歳
以
上
の
方 

・
妊
娠
中
の
方 

・
母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
に
規
定
す
る
母
子
家

庭
等 

・
生
活
保
護
法
に
基
づ
く
被
保
護
者
世
帯 

・
身
体
障
害
手
帳
及
び
療
育
手
帳
又
は
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
所
持
す
る
方 

・
介
護
保
険
法
に
規
定
す
る
要
介
護
認
定
者
及

び
要
支
援
認
定
者 

 

　
右
記
の
利
用
者
に
付
き
添
う
方 

           

 

　
運
行
時
刻
表 

         

　
利
用
料
金 

 

村
内
全
域
　
１
乗
車
３
百
円 

   

回

数

券
　
11
回
3
千
円 

※
回
数
券
は
役
場
で
販
売
し
ま
す
。 

                

 

　
利
用
方
法 

  

　
①
　

事
前
登
録 

　
乗
合
タ
ク
シ
ー
を
利
用
す
る
に
は
事
前
登
録

が
必
要
に
な
り
ま
す
。 

　
登
録
は
無
料
で
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。 

　
利
用
要
件
に
該
当
す
る
方
で
、
利
用
す
る
可

能
性
の
あ
る
人
（
未
就
学
児
も
含
む
）
も
ぜ
ひ

ご
登
録
く
だ
さ
い
。 

 

○
登
録
方
法 

　
対
象
と
な
る
方
で
利
用
を
希
望
す
る
方
は
、

「
白
馬
村
乗
合
タ
ク
シ
ー
利
用
登
録
票
」
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
住
民
福
祉
課
へ
持

参
す
る
か
、
郵
送
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。 

〒
399
―

9393
　
白
馬
村
大
字
北
城
7
0
2
5
番
地

白
馬
村
役
場
住
民
福
祉
課 

F
A
X
　

7
2
―

7
0
0
1 

 

○
登
録
用
紙 

　
登
録
用
紙
は
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
他
、
住
民

福
祉
課
、
白
馬
村
社
会
福
祉
協
議
会
の
窓
口
で

も
入
手
で
き
ま
す
。 

 
○
登
録
連
絡 

　
登
録
し
た
方
に
は
登
録
証
と
利
用
案
内
を
送

付
い
た
し
ま
す
。 

 

　
②
　

予
　
　
約 

○
受
付
時
間 

　
平
日
の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で 

※
利
用
す
る
便
の
30
分
前
ま
で
予
約
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
朝
の
１
便
目
は
前
日
ま
で
に
予
約

し
て
く
だ
さ
い
。 

　 

予
約
は
利
用
日
の
２
日
前
（
運
休
日
を
除

く
）
か
ら
で
き
ま
す
。 

○
予
約
先 

　
白
馬
村
乗
合
タ
ク
シ
ー
予
約
セ
ン
タ
ー 

（
白
馬
村
社
会
福
祉
協
議
会
内
） 

T
E
L
　

7
1
―

1
1
1
1 

○
予
約
内
容 

　
①
氏
　
名 

　
②
い
　
つ 

　
③
何
時
の
便
（
時
刻
表
を
参
照
） 

　
④
乗
車
地 

　
⑤
目
的
地 

　
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。 

 

○
キ
ャ
ン
セ
ル 

　
予
約
の
変
更
や
キ
ャ
ン
セ
ル
を
す
る
場
合

に
は
、
す
ぐ
に
予
約
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。 

 

　
③
　

乗
合
、
移
動 

　
予
約
さ
れ
た
場
所
ま
で
お
迎
え
に
行
き
ま
す
。

乗
車
時
に
利
用
料
金
を
支
払
っ
て
く
だ
さ
い
。

目
的
地
に
向
か
う
途
中
、
別
の
利
用
者
の
お
宅

や
目
的
地
も
順
番
に
回
り
な
が
ら
移
動
し
ま
す
。 

  

　
利
用
上
の
注
意 

 

　
時
刻
表
の
時
間
は
最
初
に
乗
車
す
る
人
の
時

間
の
目
安
で
す
。 

　
複
数
の
人
で
乗
り
合
わ
せ
ま
す
の
で
、
待
ち

時
間
や
到
着
時
間
が
毎
回
異
な
り
ま
す
。
時
間

に
十
分
余
裕
を
も
っ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

午　前 

8：30

9：30

10：30

11：30

午　後 

12：30

13：30

14：30

※
時
刻
表
は
利
用
者
の
指
定
す
る
場
所
へ
迎
え
に
行
く

時
間
の
目
安
で
す
。 

※
３
歳
児
未
満
（
４
月
１
日
に
３
歳
に

達
し
て
い
な
い
者
）
は
無
料 

利用登録証（見本） 
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乗合タクシー予約センターに電
話予約をします。
＜予約番号＞ 
TEL　71―1111　FAX　71―1113
（FAXは聴覚に障がいのある方等のみ） 

①利用者 利用するには！
①利用登録が必要です。登録者に
は登録証を発行いたします。（随
時受付中）
②回数券も販売します。
　（300円券×11枚で3,000円） 

予約センターでは、事前に利用
登録している情報を確認しながら、
お名前・電話番号・利用する便・
お迎えに行く場所・目的地など
をお聞きします。 

②予約センター 予約センターへ！
①利用する便の30分前までに予約
をお願いします。
②朝の1便目は、前日までに予約
してください。
③予約は利用日の2日前（運休日
を除く）からできます。 

予約された場所までお迎えに行
きます。
目的地に向かう途中、別の利用
者のお宅や目的地も順番に回り
ながら移動します。 
乗車時に300円または、回数券１
回分を運転手に渡してください。 

③乗合、移動 ジャンボタクシーで移動！
①タクシーは目的地を順番に回る
ので時間に余裕を持ってご利用
下さい。
②予約状況により変更はあります
が、１便あたり北城、神城地区
１台づつ配車します。 

病院やお店など、 

村内ならどこでも 

④目的地 目的地まで！
①乗降場所は村内利用エリアであ
れば自由に指定できます。
②利用の際は登録証を必ず携帯し
て下さい。 

■ご利用方法 

回数券 または 

1 0 0 1 0 0 1 0 0

予約受付 

乗合タクシー予約センター　予約専用番号

ＴＥＬ：71―1111　ＦＡＸ：71―1113（ＦＡＸでの予約は聴覚に障がいのある方等のみ）
受付時間 

平日　午前８時30分～午後５時まで 
利用登録・お問い合わせ

白馬村役場住民福祉課　田中克俊　松澤正芳

ＴＥＬ：72―5000（内線157）　ＦＡＸ：72―7001　〒399―9393　白馬村大字北城7025番地 
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○区分欄は老（65歳以上の方）、妊（妊娠中の方）、母（母子及び寡婦福祉法に規定する

母子家庭等）、生（生活保護法に基づく被保護者世帯）、障（身体障害者手帳及び療育

手帳又は精神障害者保健福祉手帳を所持する方）、介（介護保険法に規定する要介護認

定者及び要支援認定者）となっております。該当区分に○をお願いいたします。 

○この登録票は白馬村乗合タクシーに関する利用以外に使用いたしません。 

○必要事項を記入し、白馬村役場住民福祉課まで郵送、FAX、持参によりご提出下さい。 

［提出・お問い合わせ先］ 

〒399―9393　長野県北安曇郡白馬村大字北城7025番地 

白馬村役場住民福祉課（TEL：0261―72―5000　FAX：0261―72―7001） 

利用要件に該当するご家族の中で、利用が見込まれる方の登録をお願いします。 

利 用 登 録 票　（　新規　・　変更　） 

白馬村大字 

0261― 地　　区 

住　　所 

電話番号 

主な行き先 

運転手に知っておいてもらいたい事項 

性　別 生年月日 

　　　―　　　― 　　　 
　　  年　　  月　　  日 

男・女 

付添人 
の要否 

明治・大正・昭和・平成 

携帯電話番号 区　分 

要・否 

老・妊 

母・生 

障・介 

ご利用ご家族名 

フリガナ 

　　　―　　　― 　　　 
　　  年　　  月　　  日 

男・女 
明治・大正・昭和・平成 

要・否 

老・妊 

母・生 

障・介 

フリガナ 

　　　―　　　― 　　　 
　　  年　　  月　　  日 

男・女 
明治・大正・昭和・平成 

要・否 

老・妊 

母・生 

障・介 

フリガナ 

　　　―　　　― 　　　 
　　  年　　  月　　  日 

男・女 
明治・大正・昭和・平成 

要・否 

老・妊 

母・生 

障・介 

フリガナ 

　　　―　　　― 　　　 
　　  年　　  月　　  日 

男・女 
明治・大正・昭和・平成 

要・否 

老・妊 

母・生 

障・介 

フリガナ 

― 

白馬村乗合タクシー 白馬村長　あて 
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村
税
等
の
納
付
に
は
便
利
な
口
座
振
替
を
！ 

    

　
村
税
等
の
納
付
に
は
口
座
振
替
が
オ
ス
ス
メ
で
す
。 

 

○
新
た
に
口
座
振
替
納
付
を
始
め
ら
れ
る
方
へ 

　
口
座
振
替
に
よ
る
納
税
方
法
は
納
税
義
務
者
の
方
に
ご
指
定
い
た
だ
い
た
村
内
金
融
機

関
の
預
貯
金
か
ら
各
村
税
の
納
期
毎
に
自
動
で
村
税
を
振
り
替
え
る
も
の
で
す
。
納
付
を

忘
れ
て
督
促
を
受
け
る
こ
と
や
納
期
毎
に
金
融
機
関
窓
口
に
出
か
け
る
必
要
が
な
く
な
り

ま
す
の
で
お
忙
し
い
方
や
留
守
が
ち
の
方
に
は
特
に
便
利
で
す
。
手
続
き
に
つ
い
て
は
預

貯
金
通
帳
と
通
帳
届
出
印
を
ご
持
参
い
た
だ
き
、
村
内
各
金
融
機
関
か
役
場
税
務
課
に
て

お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

○
既
に
口
座
振
替
納
付
を
さ
れ
て
い
る
方
へ 

　
村
税
等
の
口
座
振
替
に
つ
い
て
は
一
度
お
手
続
き
い
た
だ
き
ま
す
と
翌
年
度
以
降
へ
も

そ
の
内
容
が
自
動
継
続
さ
れ
ま
す
。
よ
っ
て
、
口
座
名
義
人
の
変
更
が
あ
っ
た
場
合
や
口

座
を
解
約
さ
れ
た
場
合
、
相
続
等
に
よ
り
納
税
義
務
者
の
氏
名
が
変
わ
っ
た
場
合
な
ど
は

新
規
申
し
込
み
時
と
同
様
に
お
手
続
き
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

＊
お
問
い
合
わ
せ
　
白
馬
村
役
場
　
税
務
課 

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ 

    

　
平
成
20
年
11
月
４
日
か
ら
、
納
税
者
の
皆
様
か
ら
の
電
話
に
よ
る
国
税
に
関
す
る
質

問
・
相
談
は
、
国
税
局
「
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
」
で
お
受
け
し
ま
す
。 

　
こ
れ
に
伴
い
、
税
務
署
の
代
表
電
話
が
自
動
音
声
案
内
に
変
わ
り
ま
す
。 

　
具
体
的
な
操
作
に
つ
い
て
は
、
音
声
案
内
に
従
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

　
な
お
、
平
成
20
年
10
月
24
日
を
も
っ
て
、
税
務
相
談
長
野
分
室
・
松
本
分
室
は
閉
鎖
し

ま
す
。 

    

　
白
馬
村
と
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
事
業
推
進
協
議
会
で
は
、「
男
女
で
つ
く
る

村
づ
く
り
」
と
題
し
て
次
の
と
お
り
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。
樽
川
さ
ん
の
お
話
を

聞
い
て
、
男
女
共
同
参
画
を
実
践
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

 

日
　
　
時
　
平
成
20
年
10
月
27
日（
月
）　
午
後
１
時
30
分
よ
り
　 

場
　
　
所
　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
２
階
　
学
習
室 

講
　
　
師
　
下
諏
訪
町
　
樽
川
通
子
さ
ん 

講
演
内
容
　「
男
女
で
つ
く
る
村
づ
く
り
」 

 

　
各
家
庭
で
、
ま
た
地
域
や
職
場
等
に
お
い
て
男
性
も
女
性
も
お
互
い
に
協
力
し
て
住
み
や
す
い
社

会
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。 

　
自
由
に
出
席
出
来
ま
す
の
で
、
多
く
の
方
の
出
席
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 

＊
お
問
い
合
わ
せ
　
白
馬
村
役
場
　
総
務
課
　
男
女
共
同
参
画
係 

     

　
白
馬
村
と
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
事
業
推
進
協
議
会
で
、
料
理
教
室
を
開
催
し
ま
す
。 

　
白
馬
村
の
食
材
を
使
っ
た
料
理
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
家
庭
に
お
い
て
、
料
理
の
役
割
分
担
を

決
め
ず
、
出
来
る
事
を
お
互
い
に
協
力
し
ま
し
ょ
う
。 

 
日
　
　
時
　
平
成
20
年
11
月
12
日（
水
）　
午
前
10
時
か
ら
午
後
１
時
ま
で 

場
　
　
所
　
多
目
的
研
修
集
会
施
設
、
調
理
実
習
室 

定
　
　
員
　
20
名
（
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
） 

参

加

費
　
５
０
０
円
（
材
料
費
分
を
当
日
徴
収
し
ま
す
） 

申
込
方
法
　
直
接
も
し
く
は
電
話
に
て
、
11
月
７
日
（
金
）
午
後
４
時
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。 

 

＊
お
申
し
込
み
　
白
馬
村
役
場
　
総
務
課
　
男
女
共
同
参
画
係 

 

男
女
共
同
参
画
料
理
教
室
の
お
知
ら
せ
 

男
女
共
同
参
画
村
民
研
修
会
の
お
知
ら
せ
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大
北
ブ
ロ
ッ
ク
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
地
域
活
動
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催

し
ま
す
。 

　
10
回
目
を
迎
え
る
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
エ
コ
・

環
境
」
で
す
。
私
た
ち
の
生
活
の
中
の
ち
ょ
っ

と
し
た
工
夫
か
ら
、
誰
に
で
も
簡
単
に
で
き
る

地
球
環
境
に
や
さ
し
い
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

改
め
て
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

　
興
味
の
あ
る
方
な
ら
、
ど
な
た
で
も
ご
参
加

い
た
だ
け
ま
す
。
み
な
さ
ん
奮
っ
て
ご
参
加
く

だ
さ
い
。 

 

日
　
時
　
10
月
30
日（
木
） 

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
15
分 

 

場
　
所
　
栂
池
高
原
ス
キ
ー
場
「
雪
の
広
場
」 

 

内
　
容
　
全
体
会
「
実
感
！
C
O
2

の
お
も
さ
」

（
仮
題
） 

　
　
　
　
事
例
発
表
（
大
北
地
域
で
活
動
し
て

い
る
環
境
グ
ル
ー
プ
） 

　
　
　
　
体
験
会
・
情
報
交
換 

 

参
加
費
　
無
料 

 
持
ち
物
　
昼
食
・
マ
イ
箸
・
マ
イ
カ
ッ
プ
・
飲

み
物 

 

　
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
白
馬
村
社
会
福

祉
協
議
会
（
T
E
L
　

7
2
―

7
2
3
0
）
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
地
域
活
動

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
地
域
活
動
 

フ
ォ
ー
ラ
ム
参
加
者
募
集

フ
ォ
ー
ラ
ム
参
加
者
募
集
 

女
性
と

女
性
と
子
ど
も
ど
も
の
「
悩
み
ご
と
 

（
人
権
人
権
）相
談
所

相
談
所
」
開
設
開
設
の
お
知
ら
せ
 

 女
性
と
子
ど
も
の
「
悩
み
ご
と
 

（
人
権
）相
談
所
」
開
設
の
お
知
ら
せ
 

 

精
神
保
健
福
祉
 

普
及
運
動
の
お
知
ら
せ
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
地
域
活
動
 

フ
ォ
ー
ラ
ム
参
加
者
募
集
 

　 

  

　
大
町
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
で
は
次
の
と
お

り
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。 

 

日
　
　
時
　
11
月
10
日
（
月
） 

　
　
　
　
　
午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で 

 

場
　
　
所
　
長
野
地
方
法
務
局
大
町
支
局 

 

相
談
内
容
　
夫
か
ら
の
暴
力
、
離
婚
、
セ
ク
シ

ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
い
じ
め
、

虐
待
、
体
罰
等
の
心
配
ご
と
悩
み

ご
と
な
ど 

 

担
　
　
当
　
女
性
の
人
権
擁
護
委
員
、
子
ど
も

の
人
権
専
門
委
員
な
ど 

 

※
お
電
話
で
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。 

　
T
E
L
　

2
2
―

0
3
7
9
 

へ
お
か
け
く
だ
さ
い
。 

 

　
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

　 

  

　
10
月
20
日（
月
）か
ら
11
月
19
日（
水
）ま
で
は

精
神
保
健
福
祉
普
及
運
動
期
間
で
す
。 

　
テ
ー
マ
は
「
こ
こ
ろ
が
つ
な
ぐ
地
域
の
輪
　

〜
あ
た
り
前
の
暮
ら
し
を
目
指
し
て
〜
」
で
す
。 

 

・
心
の
健
康
（
精
神
障
害
、
ア
ル
コ
ー
ル
・
ギ

ャ
ン
ブ
ル
依
存
、
自
殺
者
遺
族
　
等
）
に
関

す
る
相
談 

 

・
認
知
症
等
に
関
す
る
相
談 

 

を
大
町
保
健
所
健
康
づ
く
り
支
援
課
で
行
っ
て

い
ま
す
。 

　
ご
希
望
の
方
は
T
E
L
　

2
3
―

6
5
2
6
に

て
ご
予
約
く
だ
さ
い
。 

 

ま
た
、
他
に
も 

 

・
子
ど
も
の
心
と
か
ら
だ
の
相
談 

 

・
思
春
期
精
神
保
健
相
談 

 

・
女
性
い
き
い
き
健
康
相
談 

 

・
母
の
心
の
相
談
　
等 

 

も
行
っ
て
お
り
ま
す
。
予
約
制
で
す
の
で
、
右

記
連
絡
先
に
て
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

大
町
保
健
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

h
ttp
://w

w
w
.p
ref.n

ag
an
o.jp
/x
eisei/ooh

o/ 

の
「
各
種
相
談
」
に
も
詳
細
が
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。 

 

   

　
土
地
は
、
国
民
の
た
め
の
限
ら
れ
た
貴
重
な

資
源
で
す
。
将
来
の
子
ど
も
達
の
た
め
に
も
、

明
日
の
豊
か
な
暮
ら
し
の
た
め
に
も
、
土
地
の

有
効
利
用
が
大
切
で
す
。
そ
の
実
現
の
た
め
に
、

国
や
地
方
公
共
団
体
が
で
き
る
限
り
の
取
り
組

み
を
行
う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
何
よ
り

も
不
可
欠
な
の
は
住
民
の
皆
様
方
の
ご
理
解
と

ご
協
力
で
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
毎
年
10
月
を
「
土

地
月
間
」
と
し
、
普
及
・
啓
発
活
動
の
充
実
を

図
っ
て
い
ま
す
。 

　
今
年
度
は
『
笑
顔
を
つ
な
ご
う
街
づ
く
り
　

未
来
へ
つ
な
ご
う
土
地
活
用
』
を
標
語
と
し
て
、

国
及
び
地
方
公
共
団
体
、
さ
ら
に
は
関
係
団
体

等
が
主
体
と
な
っ
て
、
全
国
的
な
普
及
・
啓
発

活
動
を
展
開
し
ま
す
。
豊
か
で
安
心
で
き
る
住

み
よ
い
社
会
を
築
い
て
い
く
た
め
に
、
皆
さ
ん

も
こ
の
機
会
に
土
地
の
有
効
利
用
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。 

 

＊
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

　http://tochi.m
lit.go.jp/tocsei/ 

　tochigekkan/index.htm
l

笑
顔
を
つ
な
ご
う
街
づ
く
り

笑
顔
を
つ
な
ご
う
街
づ
く
り
 

未
来
へ
つ
な
ご
う
土
地
活
用

未
来
へ
つ
な
ご
う
土
地
活
用
 

　
　
　
　
　
〜

　
　
　
　
　
〜
10
月
は
土
地
月
間
で
す
〜

月
は
土
地
月
間
で
す
〜
 

笑
顔
を
つ
な
ご
う
街
づ
く
り
 

未
来
へ
つ
な
ご
う
土
地
活
用
 

　
　
　
　
　
〜
10
月
は
土
地
月
間
で
す
〜
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10月・11月納期の税金・保険料は上記の通りです。納期限に遅れないように納めましょう。
口座振替にされている方は、10月27日・11月25日に振り替えとなりますので、前日までに残高の確認をお願いします。 

（有）東和 
白馬村大字神城字五竜７工区（村道2026号線） 

（株）大糸（辞退）
姫川建設（株）
（株）落田
（株）白馬三津野
（株）宮尾建設
（有）吉田建設 

白馬陸運（株）（辞退）
（有）東和
（有）塩島組
白馬ソイル工業（株）
（有）ダイトー工業 

平成20年９月22日 

￥11,550,000（消費税含む）
落　札　者 
落札決定額 

場　　　所 
入　札　日 

工　事　名 平成20年度　地方道路整備臨時交付金
道路改良工事 

入札参加者 

入札結果 

白馬陸運（株） 
白馬村大字神城字五竜６工区（村道2026号線） 

（株）大糸（辞退）
姫川建設（株）（辞退）
（株）落田
（株）白馬三津野
（株）宮尾建設
（有）吉田建設 

白馬陸運（株）
（有）東和
（有）塩島組
白馬ソイル工業（株）
（有）ダイトー工業 

平成20年９月22日 

￥13,020,000（消費税含む）
落　札　者 
落札決定額 

場　　　所 
入　札　日 

工　事　名 平成20年度　　地方道路整備臨時交付金
道路改良工事 

入札参加者 

入札結果 

10月納期の税金・保険料 11月納期の税金・保険料 

27日 
第３期 

第５期 

第３期 

納期限 期　別 

25日 第６期 

第４期 

納期限 期　別 

ゆずります 
 ・フォレスター純正アルミホイール付スタッドレスタイヤ 
（BLIZZAK MZ―03、215／60R16）４本（１台分） 
（ホイール錆有り、夏季は室内保管） ［希望価格：30,000円］ 
・シングルベッド用スプリングマットレス 
（1987年製、傷・汚れ有り） ［希望価格：500円］ 

○登録状況は本誌及び白馬村行政ＨＰでお知らせしていきます。掲載
されたものを譲ってほしい方、譲りたい方は総務課へご連絡ください。 
○みなさんの、譲りたい物、譲ってほしい物を登録し、物を大切にす
る心を育みながら、資源の節約・ごみの減量に取り組みましょう。 

登録状況（10月10日現在） 

ゆずってください 
 ・チャイルドシート 
　（メーカー問わず・3才児が使用できるもの） ［希望価格：応相談］ 総務課消費者行政担当　http://www.vill.hakuba.nagano.jp 

　　　　　　　　　　　somu@vill.hakuba.nagano.jp

村　県　民　税 

国民健康保険税 

後期高齢者医療保険料 

税　目 

国民健康保険税 

後期高齢者医療保険料 

税　目 

販 売 物　児童用イス 

販売開始 

平成20年10月20日（月）から 

販売場所 

白馬村保健福祉ふれあい

センター内せみとんぼ 

販売価格　100円から500円 
 

＊お問い合わせ 

　白馬村役場住民福祉課 

児童用イスを 
販売します 

保育園で使わなくなった 

児童用イスを販売します。 

白馬村の皆様へ 
―資源回収　ご協力のお礼― 

 

　春から秋にかけて行われました各校ＰＴＡ主催の資
源回収にご協力いただきありがとうございました。お
蔭様で大変多くの資源を回収することができました。
また、リサイクル活動を通じて子供たちが資源の有効
活用を認識できたことも大きな成果です。 
　来年度も紙パック等の新たな資源回収を予定してお
りますので、よろしくお願いいたします。 
 
白馬中学校ＰＴＡ　白馬北小学校ＰＴＡ　白馬南小学校ＰＴＡ 

村づくりに対する皆さんのご意見をお寄せください。24時間皆さんの声を受け付けています。 

電子メールアドレス：soncyo@vill.hakuba.nagano.jp 
白馬村行政ホームページ： 
http://gyosei.vill.hakuba.nagano.jp/somu/mayor/index.html

村長室直通FAX 
0261―72―4899

役場FAX 
0261―72―7001

15

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
地
域
活
動
 

フ
ォ
ー
ラ
ム
参
加
者
募
集
 

女
性
と
子
ど
も
の
「
悩
み
ご
と
 

（
人
権
）相
談
所
」
開
設
の
お
知
ら
せ
 

 

笑
顔
を
つ
な
ご
う
街
づ
く
り
 

未
来
へ
つ
な
ご
う
土
地
活
用
 

　
　
　
　
　
〜
10
月
は
土
地
月
間
で
す
〜
 



新
そ
ば
食
べ
ま
し
た
？ 

の
小
部
屋 

そば特有の栄養素＝ルチン 

   

　
10
月
は
臓
器
移
植
普
及
推
進
月
間
で
す
。 

　
テ
ー
マ
は
「
い
の
ち
へ
の
優
し
さ
と
お
も
い

や
り
」
で
す
。 

　
臓
器
移
植
は
、
臓
器
の
機
能
が
低
下
し
、
移

植
で
し
か
治
ら
な
い
人
に
、
臓
器
を
移
植
し
、

健
康
を
回
復
し
よ
う
と
す
る
医
療
で
、
臓
器
提

供
者
は
も
と
よ
り
、
広
く
社
会
の
理
解
と
支
援

が
あ
っ
て
成
り
立
つ
医
療
で
す
。 

　
今
後
臓
器
移
植
の
い
っ
そ
う
の
定
着
・
推
進

を
図
る
た
め
に
は
、
よ
り
多
く
の
方
々
の
臓
器

提
供
に
関
す
る
意
思
表
示
を
し
て
い
く
こ
と
が

不
可
欠
で
す
。 

　
白
馬
村
役
場
で
は
臓
器
提
供
意
思
表
示
カ
ー

ド
を
配
布
し
て
お
り
ま
す
。
詳
し
く
は
住
民
福

祉
課
保
健
師
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

　
臓
器
移
植
に
つ
い
て
さ
ら
に
詳
し
く
知
り
た

い
方
は
、
日
本
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w

w
w
.jotn

w
.or.jp

/

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

   
　
稲
刈
り
も
終
わ
り
、
新
米
の
お
い
し

い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
白
馬
に
は
白

い
ご
飯
と
漬
物
が
あ
れ
ば
十
分
、
と
い

う
方
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
白
馬

に
は
ご
飯
に
か
わ
る
も
う
一
つ
の
主
食
、

お
い
し
い
お
そ
ば
も
有
名
で
す
よ
ね
。

最
近
で
は
そ
ば
ロ
ー
ド
と
言
わ
れ
る
か

の
よ
う
に
お
そ
ば
屋
さ
ん
が
あ
ち
こ
ち

に
並
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
り
、
黄
金
色
の

田
ん
ぼ
の
中
に
ポ
ツ
ポ
ツ
と
白
い
花
の

咲
い
た
そ
ば
畑
が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
り
と
、
改
め
て
白
馬
が
そ
ば

処
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
ま
す
。
ま
た
、

白
馬
村
で
は
こ
の
時
期
に
な
る
と
毎
年

村
を
あ
げ
て
の
そ
ば
祭
り
が
行
わ
れ
ま

す
が
、
さ
す
が
そ
ば
ど
こ
ろ
信
州
、
長

野
県
で
は
各
地
で
そ
ば
祭
り
な
る
も
の

が
開
催
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
食
欲

の
秋
、
行
楽
の
秋
、
各
地
の
お
そ
ば
巡

り
な
ん
て
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

　
ま
た
、
そ
ば
は
長
野
県
だ
け
で
な
く

岩
手
の
わ
ん
こ
そ
ば
や
兵
庫
の
出
石
そ

ば
な
ど
、
様
々
な
食
べ
方
で
全
国
各
地

に
有
名
ど
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
が
、
世
界

に
目
を
向
け
て
み
て
も
、
そ
ば
を
使
っ

た
い
ろ
い
ろ
な
食
べ
物
が
あ
り
ま
す
。

お
隣
の
国
韓
国
で
は
ゴ
ム
の
よ
う
な
食

感
で
う
っ
す
ら
灰
色
を
し
た
冷
麺
、
ま

た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
フ
ラ
ン
ス
で
も
、
ガ

レ
ッ
ト
と
呼
ば
れ
る
そ
ば
粉
入
り
の
ク

レ
ー
プ
な
ど
に
し
て
食
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
で
も
そ
ば
ま
ん
じ
ゅ
う
や
そ
ば
ぼ

う
ろ
と
い
っ
た
お
菓
子
は
馴
染
み
が
あ

り
ま
す
よ
ね
。 

　
そ
ば
は
卵
や
乳
な
ど
と
並
び
、
ア
レ

ル
ギ
ー
の
原
因
物
質
を
含
む
原
材
料
と

し
て
食
品
に
表
示
す
る
よ
う
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
る
な
ど
、
少
し
怖
い
一
面
も

あ
り
ま
す
が
、
体
に
よ
い
栄
養
も
豊
富

に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
の
一
つ

「
ル
チ
ン
」
と
呼
ば
れ
る
栄
養
素
は
そ

ば
特
有
の
栄
養
成
分
で
あ
り
、
血
管
を

強
く
し
た
り
、
血
液
の
流
れ
を
ス
ム
ー

ズ
に
す
る
な
ど
、
血
圧
を
下
げ
る
効
果

が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
ば
は

穀
類
と
呼
ば
れ
る
米
や
麦
な
ど
と
違
い
、

同
じ
イ
ネ
科
作
物
で
も
雑
穀
と
呼
ば
れ

る
仲
間
に
属
し
て
い
ま
す
。
雑
穀
は
古

く
か
ら
日
常
食
品
と
し
て
広
く
利
用
さ

れ
て
い
た
よ
う
で
す
が
、
近
年
で
も
ミ

ネ
ラ
ル
や
食
物
繊
維
を
多
く
含
ん
で
い

る
こ
と
か
ら
、
そ
の
高
い
栄
養
価
が
評

価
さ
れ
、
見
直
さ
れ
て
い
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。 

　
新
そ
ば
は
香
り
が
高
く
、
の
ど
ご
し

も
楽
し
め
ま
す
。
な
ん
だ
か
読
ん
だ
そ

ば
か
ら
お
そ
ば
が
食
べ
た
く
な
っ
て
き

ま
せ
ん
か
？
み
な
さ
ん
お
近
く
、
い
や

お
家
の
そ
ば
の
お
そ
ば
屋
さ
ん
に
足
を

運
び
、
こ
の
時
期
な
ら
で
は
の
四
季
の

味
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。 

 

　
食
事
の
こ
と
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
関

す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
住
民
福
祉
課

　
管
理
栄
養
士
下
川
ま
で
。 

新
そ
ば
な
ら
ぬ
新
人
で
ま
だ
ま
だ
未
熟

も
の
で
す
が
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。 

臓
器
移
植
普
及 

推
進
月
間
の
お
知
ら
せ 
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今
年
度
も
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
、

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
が
全
国
一
斉
に
実
施

さ
れ
ま
す
。 

　
皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た
寄
付
金
は
、
県
内
の
福

祉
施
設
や
地
域
の
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
の
福
祉

団
体
が
行
う
事
業
費
と
し
て
配
分
さ
れ
ま
す
。 

　
期
間
中
、
各
地
区
の
区
長
様
を
通
じ
て
皆
さ

ま
に
共
同
募
金
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

が
、
白
馬
村
社
会
福
祉
協
議
会
窓
口
（
白
馬
村

保
健
福
祉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
内
）
に
も
募
金

箱
を
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。 

 

＊
お
問
い
合
わ
せ 

　
白
馬
村
社
会
福
祉
協
議
会 

T
E
L
　

7
2
―

7
2
3
0

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
に 

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す 

   

　
白
馬
村
で
は
「
害
」
の
漢
字
の
否
定
的
な
イ

メ
ー
ジ
を
考
慮
し
て
、
障
が
い
者
の
人
権
を
よ

り
尊
重
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
「
障
害
」
の
「
害
」

の
ひ
ら
が
な
に
よ
る
表
記
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
皆
様
の
障
が
い
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
村
が
作
成
す
る
公
文

書
、
啓
発
資
料
等
に
お
い
て
、
で
き
る
だ
け
「
障

が
い
」「
障
が
い
者
」
と
の
表
記
へ
改
め
て
ま

い
り
ま
す
。（
法
律
や
条
例
、
既
存
の
施
設
名

な
ど
の
表
記
は
除
き
ま
す
） 

 

白
馬
村
役
場
　
住
民
福
祉
課
　
福
祉
係 

「
障
害
」
の
「
害
」
の 

ひ
ら
が
な
表
記
に
つ
い
て 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

①
階
段
を
手
す
り
や
壁
を
つ
た
わ
ら
ず
に
昇
っ
て
い
ま
す
か
？ 

 

②
椅
子
に
座
っ
た
状
態
か
ら
何
も
つ
か
ま
ら
ず
に
立
ち
上
が
っ
て
い

ま
す
か
？ 

   

③
15
分
位
続
け
て
歩
い
て
い
ま
す
か
？ 

　
※
屋
外
・
屋
内
ど
ち
ら
で
も
い
い
で
す
。 

 

④
こ
の
１
年
間
に
転
ん
だ
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？ 

 

⑤
転
倒
に
対
す
る
不
安
は
大
き
い
で
す
か
？ 

 

　
以
上
の
５
質
問
の
内
、
１
〜
３
が
『
い
い
え
』
４
〜
５
が
『
は

い
』
に
３
つ
以
上
該
当
し
た
方
は
、『
運
動
器
の
機
能
低
下
』
が
心

配
で
す
。（
生
活
機
能
の
問
診
よ
り
　
全
国
統
一
基
準
） 

　
運
動
器
の
機
能
と
は
、
立
つ
・
座
る
・
歩
く
・
階
段
昇
降
な
ど
の

日
常
動
作
に
必
要
な
、
筋
力
・
バ
ラ
ン
ス
能
力
・
持
久
力
な
ど
を
総

合
し
た
能
力
で
、
軛い
き
た
い
所
へ
行
け
る
、
し
た
い
こ
と
が
で
き

る軣

た
め
の
大
切
な
機
能
の
ひ
と
つ
で
す
。 

　
運
動
器
の
機
能
低
下
は
、
心
身
の
衰
弱
・
転
倒
・
骨
折
な
ど
の
引

き
金
に
も
な
り
、
生
活
機
能
の
低
下
を
起
こ
し
ま
す
。
病
気
・
骨
折

な
ど
明
ら
か
な
原
因
が
あ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
最
大
の
原
因

は
、「
も
う
年
だ
か
ら
」「
め
ん
ど
う
だ
か
ら
」「
や
る
こ
と
が
な
い

か
ら
」
等
と
い
う
理
由
で
動
か
な
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
生
活
不
活

発
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
頭
も
体
も
使
わ
な
け
れ
ば
老
化
や

衰
え
は
加
速
し
て
進
ん
で
し
ま
い
ま
す
が
、
張
り
合
い
の
い
い
こ
と

に
、
や
る
気
に
な
っ
て
介
護
予
防
に
取
り
組
め
ば
、
何
歳
に
な
っ
て

も
心
身
の
機
能
を
維
持
・
向
上
・
機
能
回
復
が
可
能
で
あ
る
こ
と
が

最
近
の
研
究
に
よ
り
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。 

　
で
は
、
予
防
の
た
め
の
、
若
い
、
今
か
ら
で
き
る
こ
と
を
紹
介
し

ま
す
。 

 

①
自
分
で
で
き
る
こ
と
は
、
で
き
る
だ
け
自
分
で
、
こ
ま
め
に
体
を

動
か
し
ま
し
ょ
う
。 

 

②
楽
し
く
体
を
動
か
す
機
会
を
、
永
く
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
大
切
に

し
ま
し
ょ
う
。 
 

③「
〜
に
行
き
た
い
」「
〜
を
し
た
い
」
と
い
う
楽
し
み
を
常
に
持
ち

ま
し
ょ
う
。 

 

④
肥
満
解
消
！
体
重
が
重
い
と
、
膝
、
腰
へ
の
負
担
が
架
か
り
、
痛

み
の
原
因
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

 

⑤
高
血
圧
、
糖
尿
病
、
高
脂
血
症
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、
治
療
を
し

ま
し
ょ
う
。
体
調
が
い
い
こ
と
が
、
運
動
器
の
機
能
低
下
を
防
ぐ

上
で
、
と
て
も
大
事
で
す
。 

 

　
何
年
か
後
の
な
り
た
い
自
分
の
た
め
に
、
現
在
の
自
分
の
生
活
機

能
…
暮
ら
す
力
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
気
に
な
る
こ
と
が
あ
る

方
、
介
護
予
防
事
業
へ
の
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
高
齢
者
の
皆
様
の
介
護
・
権

利
擁
護
な
ど
の
ご
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
い
た
し
ま
す
。 

 

＊
お
問
い
合
わ
せ 

　
白
馬
村
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
役
場
１
階
住
民
福
祉
課
奥
） 

T
E
L
　

7
2
―

6
6
6
7
（
直
通
）  

生
き
生
き
し
た
５
年
後
、10
年
後
を
目
指
し
て
！
　『
運
動
器
の
機
能
の
向
上
』　
元
気
で
長
生
き
！！
 

　
※
つ
か
ま
ら
な
く
て
も
で
き
る
の
に
、
習
慣
的
に
つ
か
ま
っ
て
い
る
場
合
は

除
き
ま
す 
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No.83

自由利用 

各 種 相 談 日 程  

10月～11月保健ガイド  

心配ごと相談 
「どこでも・気軽に・利用しやすい相談所」を協力し合って開設していますのでご利用ください。 
秘密は固くお守りいたします。 

11月18日（火） 13：00～15：00

時　間 開設日 

ふれあいセンター２階福祉相談室 

場　所 連絡先 
白馬村社会福祉協議会 

TEL　72―7230

月　日 接種の種類 受付時間 対象になるお子さん 

予防接種 場所：ふれあいセンター 

10月28日（火）

10月29日（水）

11月26日（水） 

BCG 
麻しん・風しん 
三種混合 

 
三種混合 

13：15～14：15

13：15～14：15

13：15～14：15

H20年５月～７月生
H19年７月30日～H19年10月29日生
初回１回　H20年２月生
初回１回　H20年３月～H20年7月生
初回２回　H20年２月生
追加　H19年11月までに初回３回を接種した児 

障害者総合支援センター出張相談 
障害者の方とそのご家族の方等のあらゆる相談に応じますので、お気軽にご利用ください。 

10月24日（金） 13：00～15：00

時　間 開設日 場　所 連絡先 

ふれあいセンター２階福祉相談室 

11月21日（金） 13：00～15：00 ふれあいセンター２階福祉相談室 

大北圏域障害者総合支援センター 
TEL　26―3855

大北圏域障害者総合支援センター 
TEL　26―3855

担当者 

安里 

安藤 

９：30～12：00、13：30～16：00

13：30～16：00

毎週月曜日 
毎週火・水・木曜日 

○山崎先生と語る会（第３回）『「子どもの自己主張」と「親の都合」の折り合いどころ』
　日時：10月27日（月）10時から12時　場所：子育て支援ルーム"

○おはなし会　日時：11月10日（月）11時から　場所：子育て支援ルーム

○郷土食を味わう（おやきを食べよう）　日時：11月17日（月）11時から　場所：子育て支援ルーム

○絵本を楽しもう（牛山圭吾先生による絵本の講演と実演）
　日時：11月20日（木）10時から　場所：子育て支援ルーム

○公民ママ・パパのパネルシアター　日時：11月27日（木）11時から　場所：子育て支援ルーム

毎週火曜日 
毎週水曜日 
毎週木曜日 

１歳児の広場 
０歳児の広場 
２・３歳児の広場 

子育て支援ルーム 

 
 
 

休日当番医 
月　日 

10月26日
11月２日
11月３日
11月９日
11月16日
11月23日
11月24日
11月30日

日 
日 
月 
日 
日 
日 
月 
日 

曜日 歯科医院 
西澤歯科医院 
佐藤歯科医院 
おだ歯科 

グリーン歯科クリニック 
砂田歯科医院 
金子歯科医院 
北和田歯科医院 
いいざわ歯科医院 

白馬・小谷村 大町市内（内科・小児科） 大北一円（外科） 
石曽根医院 
大町総合病院 
安曇総合病院 

狩谷整形外科医院 
みどりクリニック 

栗林医院 
西森整形外科 
石曽根医院 

加藤診療所 
松林医院 

菊地クリニック 
小野医院 
平林医院 

横沢内科医院 
新津内科医院 
伊東医院 

しんたにクリニック 
栗田医院 

公済堂（北沢）医院 
横沢医院 

小谷村診療所 
しんたにクリニック 

白馬診療所 
公済堂（北沢）医院 

 

健 診 等  

10月21日（火）
10月27日（月）
10月28日（火）
11月７日（金）
11月14日（金）
11月17日（月）
11月18日（火）
11月21日（金）

赤ちゃん健診（前期） 
２ヵ月育児相談 
マタニティ教室② 

３歳健診 
離乳食教室 

２ヵ月育児相談 
赤ちゃん健診 
１歳半健診 

９：15～９：30

９：45～10：00

　10：00開始
13：00～13：15

９：30～９：45

９：45～10：00

９：15～９：30

13：00～13：15

月　日 事業名 受付時間 対象になるお子さん 

場所：ふれあいセンター 

H20年６月生
H20年８月生

H17年９月～H17年11月生
H20年４月生～H20年６月生
H20年９月生
H20年１月生およびH20年７月生
H19年４月～H19年５月生

※赤ちゃんマッサージの日程についてはホームページをご覧ください。 
http://gyosei.vill.hakuba.nagano.jp/life_stage/born/baby_massage.html

毎週月曜日 育児相談 

９：30～12：00

９：30～12：00
※２ヵ月育児相談実施日はお休みします 
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平成20年10月 

図書館の 
おやすみ 

図書館の 
開館時間 

午
前
　
９
時
〜
12
時
 

昼
　
１
時
間
閉
館
 

おはなしの会 
毎月　第２土曜日　午前10：30から 
白馬村図書館　児童ルームにて開催中です。 

白馬村図書館 
TEL（72）―5200

午
後
　
1
時
〜
６
時
 

No.83

・
月
曜
日
　
祝
日
 

・
毎
　
月
　
最
終
金
曜
日
（
館
内
整
理
休
館
日
）
 

　
　
　
　
　
↓
祝
日
と
重
な
る
場
合
、
休
館
日
が
変
更
と
な
り
ま
す
。
 

・
そ
の
他
　
や
む
を
得
ず
臨
時
休
館
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

No.83

書　　名 

■購入図書一覧（一般） 

■購入図書一覧（児童） 

著　　者 請求記号 

さくらももこ 
ロバート・ウィンストン 
さくらももこ 
上橋菜穂子 
たかいよしかず 
かとうくみこ 
たかいよしかず 
かとうくみこ 
ディック・ブルーナ 
ディック・ブルーナ 

書　　名 著　　者 請求記号 
ちびまる子ちゃんのことわざ教室　続　知恵の宝石、ことわざをさらに豊かに学ぼう！！
目で見る化学　－111種の元素をさぐる－
ちびまる子ちゃんの漢字辞典　3　小学五、六年生の漢字を完全収録
流れ行く者　－守り人短篇集－
お化けパソコンレストラン
座敷わらしレストラン
紫ババアレストラン
幽体離脱レストラン
うさこちゃんのてんと
うさこちゃんびじゅつかんへいく 
アンパンマンのおはなしでてこい
１　アンパンマンとみずのしろ　　　　２　アンパンマンとあおばひめ
３　アンパンマンとまほうのもくば　　４　アンパンマンとロールパンナ
５　アンパンマンとはみがきやま　　　６　アンパンマンとまりもくん
７　アンパンマンとゆめのくに　　　　８　アンパンマンとびいだまん
９　アンパンマンとぱしぱしぱしーん　10　アンパンマンとふうせんまん
11　アンパンマンとまほうのふで　　　12　アンパンマンとちびぞうくん 

やなせたかし Eヤ 

388チ2

431ウ
811チ3

913ウ
913オ
913ザ
913ム
913ユ 
Eブ 
Eブ 

 
ウェブ人間退化論　－「社会のIT化」は「サル化」への道！？－ 
悩む力 
28歳からのリアル　新版　―みじめな中年にならないために、やっておくべきこと、全部！― 
軍国昭和東京庶民の楽しみ 
竜馬を斬る　－誰が竜馬を殺したか― 
信州ツーリングガイド　2008 
白馬・後立山連峰　－北アルプス― 
信州湯けむり登山　－マイカー＋日帰りで行く50コース― 
ドイツ　〔2008－2〕　－フランクフルト　ロマンチック街道　ライン河　ミュンヘン　ベルリン― 
ルポ貧困大国アメリカ 
エブリワン氏の「裁判員日記」　―シュミュレーション：あなたがもしも指名されたら― 
裁判員のための刑法入門 
世界を変える人たち　－社会起業家たちの勇気とアイデアの力－ 
チェンジメーカー　－社会起業家が世の中を変えるー 
すべての仕事から職業選択ALL　2009　 
ミセスのためのハッピー・リワーク完全バイブル　―完全図解― 
お嬢様の手みやげ　－飛田和緒の気持ちを伝える心がけ－ 
もったいないぞ！　－エコの国ニッポンの知恵－ 
卵をまったく使わない野菜とくだものた～っぷりハッピーアイスクリーム100！ 
子どもといく東京ディズニーランドナビガイド　第３版　 
中国世界遺産　35　－悠久の歴史・大自然の神秘― 
命あるかぎり　―松本サリン事件を超えて― 

日本の古典をよむ　20　おくのほそ道　芭蕉・蕪村・一茶名句集 
 
またの名をグレイス　上・下 
玉ねぎの皮をむきながら 
１日３時間しか働かない国　－誰もが幸せになる－ 
雲と海の溶け合うところ 
光の指で触れよ 
星に降る雪／修道院 
楊令伝　４　雷霆の章・５　猩紅の章 
意地　－密命・具足武者の怪― 
僕たちのミシシッピ・リバー（季節風　夏） 
さくら 
RURIKO 
走ル 
流星の絆 
失われた弥勒の手　－安曇野伝説－ 
工学部・水柿助教授の解脱 
スカイ・イクリプス 
遊女（ゆめ）のあと 
時が滲む朝 
のぼうの城 

 
正 高 信 男  
姜 　 尚 中  
人生戦略会議 
青木宏一郎 
黒鉄ヒロシ 
 
中 西 俊 明  
日 野 　 東  
 
堤 　 未 果  
一橋総合研究所 
船 山 泰 範  
デービッド・ボーンステイン 
渡 辺 奈 々  
 
土 岐 優 美  
飛 田 和 緒  
赤星たみこ 
はせがわめぐみ 
 
時事通信出版局 
河 野 義 行  

井本農一　久富哲雄　堀信夫 
山下一海　丸山一彦〔校訂・訳〕 

マーガレット・アトウッド 
ギュンター・グラス 
シルヴァーノ・アゴスティ 
天 野 作 市  
池 沢 夏 樹  
池 沢 夏 樹  
北 方 謙 三  
佐 伯 泰 英  
重 松 　 清  
西 加 奈 子  
林 真 理 子  
羽 田 圭 介  
東 野 圭 吾  
松 本 　 猛  
森 　 博 嗣  
森 　 博 嗣  
諸 田 玲 子  
楊　　　逸 
和 田 　 竜  

 
007マ
159カ
159二
210ア
210ク

291シ08郷土
291ナ郷土
291ヒ郷土
293ド08－2
302ツ
327エ
327フ
332ボ
335ワ
366ス09

366ト
385ヒ
590ア
596ハ
689コ
709チ
916コ

918二20

933ア1・933ア2

940グ
973ア
Fア 
Fイ 
Fイ 

Fキ4・Fキ5

Fサ 
Fシ 
Fニ 
Fハ 
Fハ 
Fヒ 
Fマ 
Fモ 
Fモ 
Fモ 
Fヤ 
Fワ 
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広報 

人口：9,203人（前月比＋3人）男4,599人　女4,604人　3,591世帯 

（平成20年10月１日　現在） 

姉妹都市コーナー  

編 集 後 記 

静岡県
 河 津 町  

　町民体育大会が、10月５日、河津中学校グ

ラウンドで行われました。町内の全23地区

が参加する地区対抗戦。グラウンドには、

地区名の大きな旗が掲げられ、秋晴れのもと、

熱戦が繰り広げられました。 

　種目は、むかでリレー・メディシンボール・

綱引き・障害物競走など全13種目。１種目は、

今年初の種目として、全員参加の太極拳が

行われました。グラウンドいっぱいに広が

った1500人の参加者が、朝日に向かい、静

かに体を動かしていく光景は、まさに熱戦

の前の静けさといった感じでした。 

 

和歌山
県 太 地 町  

　９月24日、晴天にも恵まれ、太地小学校

の生徒（１年生30名・２年生28名）が小学

校の裏山にある栗畑（通称 ふれあいの森）

において栗拾いを行いました。 

　生徒たちは先生から栗の拾い方を習い、

いざ収穫へ。 

　悪戦苦闘する場面もありましたが、大き

な栗が収穫される度に歓声を上げていました。

今年は豊作で10キロ以上を収穫することが

できました。 

　また、収穫された栗は栗ごはんとして給

食に出され、秋の味覚をおいしくいただき

ました。 

10
2008
Vol.385

村政情報はホームページでも 
ご覧いただくことができます。 

http://gyosei.vill.hakuba.nagano.jp

広報はくばおよび白馬村行政公式ホ
ームページに掲載する広告（有料）
を募集しています 
＊お問い合わせ　白馬村役場総務課 

広告募集中 

町民体育大会で1500人の太極拳 栗　拾　い 

　日ごとに秋色は深まり、山の樹木も刻々と染まっていく時候を迎えました。 
　白馬岳の初冠雪は９月27日で平年よりも12日早く、「今年の雪は、えらい
かや…」と気に掛かってしまいます。 
　さて、紙面にも掲載しました「デマンド型乗合タクシー」の試験運行が
11月11日より開始されます。寒くなり外出が億劫になる季節かもしれませ
んが、利用要件に該当する方には、ぜひ「自宅の玄関から目的地の玄関ま

で」という利便性を体験していただきたいと思います。多数の乗降場所を経由しますので、時
間に余裕を持ってご利用いただく必要がありますが、普段通らない道での「新発見・再発見」
もあるかもしれませんね。 

 


